






要約:川崎病急性期の治療としてのガンマグロブリン投与の適応に対するガイドラインを

作成し,そのガイドラインの正当性をプロスペクティブに検討した。回収された症例数は

222 例で,32例が除外,脱落し,最終的には 190例が解析対象となった。ガンマグロブリンの

投与率は約 70%であった。ガンマグロブリンを投与しない症例からは重症な冠動脈障害の

発生は見られなかった。臨床に利用可能なガイドラインであると結論する。 


